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校長 橋本 良典   

今夏、災害に被災された方々の苦難が心配なところですが二学期が始まりました。日頃より本

校の教育活動に温かい御支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

さて、昨日行われた第２学期始業式校長式辞についてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学期も引き続き、御理解、御協力、御支援を賜りますようお願いいたします。 

 

ＴＥＬ 048-553-1434 ／ ＦＡＸ 048-553-1302 

 

先生方が西中学校の生徒の皆さんに対する願い、思いについて話したいと思います。 

それはですね、皆さんには、「一人一人の未来を豊かにしてもらいたい」と願っています。そし

て、「皆さんそれぞれが立派な大人に成長し、よりよい社会や世の中を創ってくれたらさらに素

晴らしい」と願っています。 

それを達成するためには、何が必要だと思いますか？ 

一つは、「学校や家で勉強が絶対に必要」になります。 

そして、「社会人としてルールを守り、マナーを大切にする品格を備えなくてはなりません。」 

さらに、「運動やご飯をしっかり食べて健康で丈夫な体を作らなければなりません。」だから、

そのことを先生方は、皆さんに指導しているわけです。時には厳しく、そして場合によっては譲

れないこともあります。なぜなら、生徒の皆さんに対する願いや思いがあるからです。そして、

２学期も一日一日を大事にして、今の自分自身を少しでも高めていって欲しいと思います。 

今の自分より成長するとどうなるか？…。自分の行きたい進路が選べるようになります。そ

して将来、自分の好きな仕事に就き、かけがえのない人との出会いに恵まれるかもしれません。

是非、皆さん一人一人が自分以外に誰も歩むことのできない、唯一の道を…歩んでほしいと願

っています。もしかしたら、苦難やつまずくこともあるかもしれませんが、自分らしい道を信じ

て、一歩ずつ前へ進んでください。 

３年生、たった一度の人生です。残りの中学校生活は、人生の大きな岐路と言えます。妥協せ

ず、進路実現に向けて進んでください。そして、迷ったりつまずいたりしたら、いつでも周りに

いる人や仲間を頼ってください。また、皆さんは、先生方にとって大事な、大事な生徒です。何

かあったら先生方に泣きついても構いません。 

２年生・１年生、正しいと思うことに無駄はありません。「タイパ」とか「コスパ」も大事ですが、

「粘り強く」とか「コツコツ」とか、「努力」には、自分の人生にとって無駄はありません。この学校

のために、そして、先輩方が築き上げた本校の伝統を大事に、よりよい学校、そして、自分のよ

り豊かな未来のために、みんなで一緒に心と体の汗を流しましょう。 

多くの挑戦と成長にあふれた実り多い学期になることを期待して、始業式の式辞とします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 ７月、８月に埼玉県学校総合体育大会が開催され、本校からは男子バスケットボール部、陸上
競技部、柔道部男女団体・男女個人、卓球部女子個人。そして、体操競技男子団体・女子個人が
出場しました。各大会で日頃の練習の成果を発揮することができました。特に体操競技男子団体
は県大会優勝。８月１１日に栃木県日環アリーナで行われた関東大会は、団体５位という輝かし
い結果を残しました。また、柔道部は、女子団体が第３位、男子団体がベスト１６。個人では、
（  ）選手が第３位、男子個人はベスト８が最高成績で４人がベスト１６まで進出しました。
さらに、男子バスケットボール部は、初戦７２対７１の息詰まる接戦を見事勝利し次戦に勝ち進
むなど、西中学校の活躍が誇らしかったです。 

 

 

２日（水） ３年生東部地区学力検査 給食開始 5 時間①②④⑤⑥ 

４日（金） 防災訓練 PTA 本部会・評議会 

７日（月） 教育実習（～18 日） 

９日（水） 専門委員会 部休 

１１日（金） 北埼玉地区英語弁論大会 

１６日（水） ふれあいデー 部休 

１７日（木） 生徒会役員選挙 ①②③⑥○選○選  日直清掃 

２８日（月） 秋季大会（陸上競技） 

３０日（水） 秋季大会（～10/2 日） ３年生のみ給食あり 

７月２４日、３年生（   ）さんが、東部地区人

権教育実践報告会で作文を発表しました。（約６万点

の人権作文の中から代表で７人が発表しました。） 

８月２日、吹奏楽部は、吹奏楽コンクール東部地区

大会に出場しました。※撮影禁止のため画像はありません。 

【心あたたまるいい話】１学期末に小学校低学年のお子さんをもつ保護者の

方から、本校に一本の電話がありました。その内容は、本校の生徒への感謝の言葉でした。 

お子さんは、学期末でたくさんの荷物を抱えながら下校していたそうです。その様子を 

見かけた本校の生徒は、一度自宅に帰った後、再びその児童のもとへ向かい、荷物を持つ 

のを手伝いながら家まで送り届けてくれたというのです。 

暑い季節です。重い荷物を持っての下校は大変ですし、熱中症や交通事故など、さまざ 

まなトラブルの心配もあります。このような心優しく思いやりのある生徒がいることを大

変誇らしく思いました。 

 

 


